
Cisco Discovery Protocolバージョン 2

Cisco Discovery Protocol（旧称 CDP）は、シスコデバイス上で動作する、メディア独立型かつ
ネットワーク独立型のレイヤ2プロトコルです。このプロトコルにより、ネットワーキングア
プリケーションは直接接続された付近のデバイスに関して学習することができます。このプロ

トコルによってシスコデバイスが検出されてその設定状態が特定され、異なるネットワーク層

プロトコルを使用するシステムが相互に学習できるようになることで、デバイスの管理が容易

になります。

ここでは、Cisco Discovery Protocolバージョン 2、およびその簡易ネットワーク管理プロトコ
ル（SNMP）での動作について説明します。

• Cisco Discovery Protocolの使用に関する前提条件（1ページ）
• Cisco Discovery Protocolの使用に関する制約事項（1ページ）
• Cisco Discovery Protocolの使用について（2ページ）
• Cisco Discovery Protocolバージョン 2の使用方法（6ページ）
• Cisco Discovery Protocolバージョン 2の設定例（15ページ）
• Cisco Discovery Protocolバージョン 2に関する追加情報（15ページ）

Cisco Discovery Protocolの使用に関する前提条件
•インターフェイスがサブネットワークアクセスプロトコル（SNAP）ヘッダーをサポート
している必要があります。

Cisco Discovery Protocolの使用に関する制約事項
• Cisco Discovery Protocolは、シスコデバイス上でのみ動作します。

• Cisco Discovery Protocolは、フレームリレーマルチポイントサブインターフェイス上では
サポートされません。

• Cisco Discovery Protocolが有効になっているインターフェイス上にネイバーの IPアドレス
がない場合、別のインターフェイスの IPアドレスが、非 IPアドレスインターフェイスの
IPアドレスとして更新されます。
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• Cisco Discovery Protocolは、カプセル化のデフォルトインターフェイスではサポートされ
ていません。

Cisco Discovery Protocolの使用について

VLAN Trunking Protocol; VLANトランキングプロトコル
VLANトランキングプロトコル（VTP）は、スイッチによって使用される検出技術です。ス
イッチは自身の管理ドメイン、コンフィギュレーションリビジョン番号、VLAN、および独自
のパラメータをトランクポートでアドバタイズします。VTPドメインは、同じ VTPドメイン
名を共有する単一のデバイスまたは相互接続された複数のデバイスで構成されます。1つのス
イッチは 1つの VTPドメインにのみ属することができます。

Type-Length-Valueフィールド
Type-Length-Value（TLV）フィールドは、Cisco Discovery Protocolアドバタイズメントに埋め
込まれた情報ブロックです。アドバタイズメント内の情報はさまざまであり、必要に応じて、

TLVフレームフォーマットを使用してアドバタイズメントを拡張できます。次の表で TLVの
定義を要約します。

表 1 : Cisco Discovery Protocolバージョン 2の Type-Length-Valueの定義

定義TLV

受信デバイスと送信デバイスの両方のネットワークアドレ

スが含まれます。

アドレス TLV

Cisco Discovery Protocolを介してアプリケーション固有の
TLVを送信するメカニズムを提供します。

アプリケーション TLV

デバイスの機能を示すデバイスタイプを識別します（ス

イッチなど）。

機能 TLV

文字列形式のデバイス名を識別します。デバイス ID TLV

Cisco Discovery Protocolブロードキャストインターフェイ
スのデュプレックス設定を示します。この情報は、ネット

ワークオペレータが隣接するネットワークデバイス間の

接続の問題を診断する際に使用します。

全二重/半二重 TLV

送信デバイスが IPパケットを転送できるネットワークプ
レフィックスのリストが含まれます。プレフィクスには、

インターフェイスプロトコルとポート番号が含まれます

（Ethernet 1/0など）。

IPネットワークプレフィックス
TLV
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定義TLV

Cisco Discovery Protocolを使用し、アクセスデバイス（ス
イッチまたはルータ）を通じてエンドポイントデバイスに

ロケーションベースの情報を提供します。ロケーション

TLVでは次の種類の情報を送信できます。

•都市ロケーション情報：住所情報および郵便情報を提
供します。たとえば、地名、番地、郵便番号などがあ

ります。

• ELINロケーション情報：発信者のロケーション情報
を提供します。ロケーションは、緊急ロケーション識

別番号（ELIN）によって特定されます。ELINは、緊
急通報を現地の公安応答局（PSAP）にルーティングす
る電話番号で、PSAPはこれを使用して緊急通報者に
コールバックすることができます。

Cisco Discovery Protocolによってエンドポイントデバイス
にロケーションベース情報を提供するには、デバイスでロ

ケーション TLVを設定しておく必要があります。ロケー
ション TLVの設定の詳細については、『Using Link Layer
Discovery Protocol in Multivendor Networks』を参照してくだ
さい。

ロケーション TLV

ロケーションサーバがネイバーデバイスに必要な情報を

転送するためのメカニズムを提供します。

ロケーションサーバ TLV

インターフェイス上の非タグ付きパケットに対して想定さ

れる VLANをインターフェイス単位で示します。Cisco
DiscoveryProtocolは、インターフェイスのネイティブVLAN
を認識します。

このフィールドは、IEEE 802.1Qプロトコルをサポートす
るインターフェイスに対してのみ実装されます。

ネイティブ VLAN TLV

デバイスのハードウェアプラットフォームを識別します。

たとえば Cisco 4500などです。
プラットフォーム TLV

Cisco Discovery Protocolパケットが送信されるポートを識
別します。

ポート ID TLV

デバイスのソフトウェアリリース情報が含まれます。バージョン TLV

システムに設定された VLANトランキングプロトコル
（VTP）管理ドメイン名をアドバタイズします。この名前
は、ネットワークオペレータが隣接するネットワークノー

ドの VTPドメイン構成を確認する際に使用します。

VTP管理ドメイン TLV
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Cisco Discovery Protocol
Cisco Discovery Protocolは、メディア独立型かつネットワーク独立型のレイヤ 2プロトコルで
あり、ネットワーキングアプリケーションで、直接接続された付近のデバイスに関して学習す

るために使用されます。Cisco Discovery Protocolはデフォルトでイネーブルになっています。
Cisco Discovery Protocol用に設定された各デバイスは、メッセージを受信できるアドレスを 1
つ以上アドバタイズし、定期的なアドバタイズメント（メッセージ）を既知のマルチキャスト

アドレス01:00:0C:CC:CC:CCに送信します。デバイスは、このアドレスをリッスンすることに
よって相互に検出します。また、メッセージをリッスンすることにより、他のデバイス上のイ

ンターフェイスがアップまたはダウン状態になった時期を認識します。

アドバタイズメントには、存続可能時間情報が含まれます。この情報は、受信デバイスがCisco
DiscoveryProtocol情報を廃棄するまでの保持時間の長さを示します。デフォルトで、シスコソ
フトウェアでサポートされている設定済みアドバタイズメントは、サブネットワークアクセス

プロトコル（SNAP）ヘッダーをサポートするインターフェイス上で 60秒ごとに送信されま
す。シスコデバイスは、Cisco Discovery Protocolパケットを転送しません。Cisco Discovery
Protocolをサポートしているシスコデバイスは、受信した情報をテーブルに保存します。この
テーブル内の情報はアドバタイズメントを受信するたびに更新されます。また、アドバタイズ

メントの送信に 3回失敗したデバイスに関する情報は廃棄されます。

Cisco Discovery Protocolアドバタイズメントに含まれる情報は、デバイスタイプおよびインス
トールされているオペレーティングシステムのバージョンによって異なります。CiscoDiscovery
Protocolで学習できる情報には次のようなものがあります。

•シスコデバイスで実行されている Cisco IOSバージョン

•デバイスのハードウェアプラットフォーム

•デバイス上のインターフェイスの IPアドレス

• Cisco Discovery Protocolをアドバタイズする、ローカル接続されているデバイス

•シスコデバイス上のアクティブなインターフェイス（カプセル化タイプを含む）

•ホスト名

•デュプレックス設定

• VLANトランキングプロトコル（VTP）ドメイン

•ネイティブ VLAN

Cisco Discovery Protocolバージョン 2は、バージョン 1よりさらにインテリジェントなデバイ
ストラッキング機能を備えています。使用できる機能の1つに、より迅速なエラー追跡を可能
にする拡張レポートメカニズムがあります。これはネットワークダウンタイムの削減に役立

ちます。レポートされるエラーには、接続ポートのネイティブ VLAN ID（IEEE 802.1Q）の不
一致や、接続デバイス間のポートデュプレックス状態の不一致が含まれます。レポートされる

エラーに関するメッセージが、コンソールまたはロギングサーバに送信される可能性がありま

す。
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showコマンドを使用して、ネイバーデバイスの VTP管理ドメインとデュプレックスモード、
Cisco Discovery Protocolに関連するカウンタ、接続ポートのVLAN IDに関する詳細な出力を取
得できます。

Cisco Discovery Protocolと SNMPとの併用

Cisco Discovery Protocolと簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）を併用すると、ネット
ワーク管理アプリケーションはネイバーデバイスのデバイスタイプおよび SNMPエージェン
トアドレスを学習できます。アプリケーションはこれらのネイバーデバイスにSNMPクエリー
を送信することもできます。

SNMP管理アプリケーションは、これらのデバイスの SNMPエージェントからCisco Discovery
Protocolテーブルを取得することにより、プロトコルアドレスとネイバーデバイスのタイプを
学習します。ネットワーク管理モジュール（NMM）の SNMPエージェントをイネーブルにす
ると、ネイバーデバイスが検出され、それらのデバイスに関する情報を含むローカルキャッ

シュが構築されます。管理ワークステーションは、SNMP要求を送信してCISCO-CDP-MIBに
アクセスすることにより、このキャッシュを取得できます。

ATM PVCの Cisco Discovery Protocolおよびオンデマンドルーティングサポート

Cisco Discovery Protocolおよびオンデマンドルーティング（ODR）は、ATMポイントツーポ
イント相手先固定接続（PVC）でサポートされます。ODRでは、Cisco Discovery Protocolを使
用して、ハブアンドスポークトポロジ内で IPアドレス情報が伝播されます。ODRがイネーブ
ルになっていると、スポークルータはCisco Discovery Protocolを使って自身のサブネットを自
動的にアドバタイズします。

Cisco Discovery Protocolは、ATM PVCインターフェイス上ではデフォルトでディセーブルに
なっています。Cisco Discovery Protocolをイネーブルにするには、グローバルコンフィギュ
レーションモードで cdp runコマンド、インターフェイスコンフィギュレーションモードで
cdp enableコマンドを使用します。これは、PVCの両端で行います。ODRをイネーブルにす
るには、ハブルータでグローバルコンフィギュレーションモードで router odrコマンドを使
用し、スポークルータではすべてのダイナミックルーティングプロトコルをオフにします。

ODRの設定の詳細については、『IP Routing: ODR Configuration Guide』の「Configuring
On-Demand Routing」の項を参照してください。

IPv6での Cisco Discovery Protocolのサポート

IPv6でも、Cisco Discovery Protocolは IPv4の場合と同様に機能し、同じ利点が提供されます。
IPv6の機能拡張により、Cisco Discovery Protocolは IPv6情報およびネイバーアドレッシング
情報を交換できます。この拡張機能は、ネットワーク管理製品およびトラブルシューティング

ツールにも IPv6情報を提供します。

Cisco Discovery Protocolの利点
Cisco Discovery Protocolには次の利点があります。

Cisco Discovery Protocolバージョン 2
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•異なるネットワーク層プロトコルを使用するシステムが相互に学習できるようになりま
す。

•シスコデバイスとその設定状況が検出されることで、デバイスの管理が容易になります。

• Type-Length-Value（TLV）フィールドのトラブルシューティングに役立ちます。

• SNMPエージェントアドレスを学習して SNMPクエリーを送信することにより、SNMP
と連携します。

Cisco Discovery Protocolバージョン 2の使用方法

シスコデバイスでのCiscoDiscoveryProtocolのディセーブル化とイネー
ブル化

サポートされているデバイス上での Cisco Discovery Protocolのディセーブル化

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. no cdp run
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

サポートされているデバイス上で Cisco Discovery
Protocolをディセーブルにします。

no cdp run

例：

ステップ 3

Device(config)# no cdp run

Cisco Discovery Protocolバージョン 2
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目的コマンドまたはアクション

CLIを特権 EXECモードに戻します。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

サポートされているデバイス上での Cisco Discovery Protocolのイネーブル化

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. cdp run
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

サポートされているデバイス上で Cisco Discovery
Protocolをイネーブルにします。

cdp run

例：

ステップ 3

Device(config)# cdp run

コンフィギュレーションモードを終了し、特権

EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 4

Device(config)# end
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サポートされているインターフェイスでの Cisco Discovery Protocolの
ディセーブル化とイネーブル化

サポートされているインターフェイス上での Cisco Discovery Protocolのディセーブル化

インターフェイスのカプセル化を変更すると、Cisco Discovery Protocolを事前にディセーブル
化していても、そのインターフェイスで Cisco Discovery Protocolが再度イネーブルになりま
す。たとえばインターフェイスのカプセル化をPPPからハイレベルデータリンク制御（HDLC）
に変更すると、そのインターフェイスで no cdp runコマンドによって Cisco Discovery Protocol
を明示的にディセーブル化していても、再度イネーブルになります。この動作は設計によるも

のです。カプセル化により、そのインターフェイスに設定されているレイヤ2プロトコルが変
更されて、インターフェイスコンフィギュレーションがCisco Discovery Protocolのデフォルト
状態であるイネーブルにリセットされます。このとき、Cisco Discovery Protocolはデバイス上
でグローバルにイネーブルであると見なされます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number [name-tag]
4. no cdp enable
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したインターフェイスを設定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number [name-tag]

例：

ステップ 3

インターフェイス上でCiscoDiscoveryProtocolをディ
セーブルにします。

no cdp enable

例：

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-if)# no cdp enable
インターフェイスのカプセル化を変更す

ると、Cisco Discovery Protocolを事前に
ディセーブル化していても、そのイン

ターフェイスで Cisco Discovery Protocol
が再度イネーブルになります。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config-if)# end

例

次の例では、最初に Cisco Discovery Protocolをディセーブルにします。

Device(config)#
Device(config-if)# no ip address

Device(config-if)# shutdown
Device(config-if)# no cdp enable
! Cisco Discovery Protocol is disabled.
Device(config-if)# end

サポートされているインターフェイス上での Cisco Discovery Protocolのイネーブル化

インターフェイスのカプセル化を変更すると、Cisco Discovery Protocolを事前にディセーブル
化していても、そのインターフェイスで Cisco Discovery Protocolが再度イネーブルになりま
す。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number [name-tag]
4. cdp enable
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定されたインターフェイスを設定し、CLIをイン
ターフェイスコンフィギュレーションモードにし

ます。

interface type number [name-tag]

例：

Device(config)# interface Gigabitethernet 1/0/1

ステップ 3

インターフェイスのカプセル化を変更す

ると、Cisco Discovery Protocolを事前に
ディセーブル化していても、そのイン

ターフェイスで Cisco Discovery Protocol
が再度イネーブルになります。

（注）

インターフェイスでCiscoDiscoveryProtocolをイネー
ブルにします。

cdp enable

例：

ステップ 4

Device(config-if)# cdp enable

CLIを特権 EXECモードに戻します。end

例：

ステップ 5

Device(config-if)# end

送信タイマーと保持時間の設定

Cisco Discovery Protocolの送信周波数と Cisco Discovery Protocolパケットの保持時間を設定す
るには、次の作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. cdp timer seconds

4. cdp holdtime seconds

5. end

Cisco Discovery Protocolバージョン 2
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

Cisco Discovery Protocolパケットの送信頻度を指定
します。

cdp timer seconds

例：

ステップ 3

Device(config)# cdp timer 30

受信デバイスが情報を廃棄するまでの保持時間を指

定します。

cdp holdtime seconds

例：

ステップ 4

Device(config)# cdp holdtime 90

特権 EXECモードを開始します。end

例：

ステップ 5

Device(config)# end

Cisco Discovery Protocolバージョン 2アドバタイズメントのディセーブ
ル化と再イネーブル化

シスコデバイス上では、Cisco Discovery Protocolバージョン 2アドバタイズメントのブロード
キャストはデフォルトでイネーブルになっています。このブロードキャストをディセーブルま

たは再度イネーブルにするには、次の作業を実行します。

Cisco Discovery Protocolバージョン 2アドバタイズメントのディセーブル化

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. no cdp advertise-v2
4. end

Cisco Discovery Protocolバージョン 2
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

Cisco Discovery Protocolバージョン 2アドバタイズ
メントのブロードキャストをディセーブルにしま

す。

no cdp advertise-v2

例：

Device(config)# no cdp advertise-v2

ステップ 3

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

Cisco Discovery Protocolバージョン 2アドバタイズメントのイネーブル化

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. cdp advertise-v2
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

Cisco Discovery Protocolバージョン 2
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目的コマンドまたはアクション

Cisco Discovery Protocolバージョン 2アドバタイズ
メントのブロードキャストをイネーブルにします。

cdp advertise-v2

例：

ステップ 3

Device(config)# cdp advertise-v2

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

Cisco Discovery Protocolのモニタリングとメンテナンス
デバイスで Cisco Discovery Protocolのモニタリングとメンテナンスを行うには、次の作業を実
行します。この作業およびすべての手順は省略可能です。また、手順は任意の順序で実行でき

ます。

手順の概要

1. enable
2. clear cdp counters
3. clear cdp table
4. show cdp
5. show cdp entry device-name [protocol | version]
6. show cdp interface [type number]
7. show cdp neighbors [type number] [detail]
8. show cdp traffic
9. show debugging

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

Cisco Discovery Protocolのトラフィックカウンタを
0にリセットします。

clear cdp counters

例：

ステップ 2

Device# clear cdp counters

ネイバーに関する Cisco Discovery Protocol情報を含
むテーブルをクリアします。

clear cdp table

例：

ステップ 3

Cisco Discovery Protocolバージョン 2
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目的コマンドまたはアクション

Device# clear cdp table

アドバタイズメントの間隔、指定されたポートに対

するアドバタイズメントの有効期間（秒単位）、ア

ドバタイズメントのバージョンを表示します。

show cdp

例：

Device# show cdp

ステップ 4

特定のネイバーに関する情報を表示します。show cdp entry device-name [protocol | version]

例：

ステップ 5

Device# show cdp entry test-device protocol

Cisco Discovery Protocolがイネーブルになっている
インターフェイスに関する情報を表示します。

show cdp interface [type number]

例：

ステップ 6

Device# show cdp interface

検出されたデバイスのタイプ、デバイスの名前、

ローカルインターフェイス（ポート）の番号とタイ

show cdp neighbors [type number] [detail]

例：

ステップ 7

プ、インターフェイスに対する Cisco Discovery
Device# show cdp neighbors Protocolアドバタイズメントの有効期間（秒数）、

デバイスのタイプ、デバイスの製品番号、および

ポート IDを表示します。

• detailキーワードを使用すると、ネイティブ
VLANID、デュプレックスモード、およびネイ
バーデバイスに関連付けられたVTPドメイン名
に関する情報が表示されます。

Cisco Discovery Protocolトラフィックに関する情報
（送受信されたパケット数とチェックサムエラー数

を含む）を表示します。

show cdp traffic

例：

Device# show cdp traffic

ステップ 8

デバイスに対してイネーブルになっているデバッグ

のタイプに関する情報を表示します。

show debugging

例：

ステップ 9

Device# show debugging
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Cisco Discovery Protocolバージョン 2の設定例

例：送信タイマーと保持時間の設定

次の例では、30秒ごとにアップデートを送信するようにタイマーが設定され、アップデートが
有効であることを確認するために show cdp interfaceコマンドが使用されます。

Device(config)# cdp timer 30
Device(config)# end
Device# show cdp interface

Serial0 is up, line protocol is up
Encapsulation is HDLC
Sending CDP packets every 30 seconds
Holdtime is 180 seconds

I次の例では、保持時間が 90秒に設定され、アップデートが有効であることを確認するために
show cdp interfaceコマンドが使用されます。

Device(config)# cdp holdtime 90
Device(config)# end
Device# show cdp interface

Serial0 is up, line protocol is up
Encapsulation is HDLC
Sending CDP packets every 30 seconds
Holdtime is 90 seconds

例：Cisco Discovery Protocolのモニタリングとメンテナンス
次に、Cisco Discovery Protocol情報を表示するために使用できる一連のコマンドの例を示しま
す。

Cisco Discovery Protocolバージョン 2に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

Cisco IOSCiscoDiscovery Protocol CommandReferenceCisco Discovery Protocolのコマンド

「Configuring SNMP Support」モジュールSNMPサポートの設定タスク

「Configuring On-Demand Routing」の章オンデマンドルーティングの設定タスク

Cisco IOS Debug Command Referencedebugコマンド
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http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/ios-xml/ios/cdp/command/cdp-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/debug/command/s1/db-s1-cr-book.html


標準

タイトル標準

仮想LANIEEE 802.1Q

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセット
に関するMIBを探してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB
Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

CISCO-CDP-MIB

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライ

ンリソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報

を入手するために、Cisco Notification Service
（FieldNoticeからアクセス）、Cisco Technical
Services Newsletter、Really Simple Syndication
（RSS）フィードなどの各種サービスに加入
できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよび
パスワードが必要です。
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http://www.cisco.com/go/mibs
http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


